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ま え が き
林栗に関する試験研究は永年にわたり試駿謫査の检み重ねを要するものが多く 

かつ複雑多岐であって、広く識者の御協力を得なけれは容易にその成果を期待す 

ること(よ困難であります。

当木曾分場は亜高山地帯林乘の試驗研究を王な目的として昭和29年11月設 

直され、以米林采試腴弱本場を始め林茉に関する各種の機関或は諳先单の御協力 

を得て、その使命遂行に努力して今日に至りました。待られた双采は、林亲試験 

場研笼澈告、取は各超機関誌等に逐次発表すること\しておりますが、各年の研 

充梁柄の内容についても缺安を広く誠者にお知らせして史に御協力を待たくこ、 

に昭和3 3年度における忻究活動の概災をまとめて年報としました。

旧に倍し衝指埠あらんことを念願してやみません。



!位置 長野県西現摩郡福島町5471

(電)福島2 5 2番

(昭3 5. 3. 31現在)組 織

分 場 長

渡辺録郎

庶 柄 訣'：
團物 6
乗用牢運牴 1

岩弁嘉一外9名 ［実斂林苗畑管埋1 
切、使 .1

造林咐究室 J造林係 3

柳原利夫外6名
［経営係 4

保親研究室

小杉孝藏外4名

土壊研究室

河田弘外4名
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皿施設
A厅舎
庁舎は旧長野宮林局庁舎を福島営杯•者と切半使用中である。

分・長室 2 Onf

庶務睬 5 9"

造林讲究室 87〃

保護计兖室 136〃

土破衍究室 16 8〃

図後標本室 4。〃

営庫その他 81〃

B苗畑
苗畑は西筑摩郡日教村において民有地借上中であり内訳下記の通り

施楽面積 2.8 9 On?

畦畔道路 2 5 0ms

建物敷 垠肥小屋 3好、物值小屋 3坪、便所 0.5坪

C実験林
耦島営林者城山国有杯の一部5個林斑115.12 haを実験怀として使用の承 

酩をうけ目下見本林、樹木園等を造成中である°

D主要研究機械

～ 5 -

名 称 敬董: 製 作 所

化学天秤 1 株式会社:島津製作所

恒温装直 1 〃 星和理工

電気定温乾燥器 1 " 木屋製作所

ガラス寛I権£ P H メ ーター 1 〃 岛津製作所

’竜気冷蔵庫 1 〃 三袤電気製作所

化孚天秤 1 合資会社安亚化学衝器製作所

光竜光度B1 1 株式会社日立製作所

共立動力撒粉器 1 共立膜様侏式会社

電動計算器 1 モンロー



N昭和33年度内に実施した研究業務
I

造林研究室(経営係)

!カラマツ人工林の構造と成長
1. 大曲A極・収挽試血地の弟3回調査を行った。

2. 放平A糧収桜試験地の弟3回す可査を行った。

2天然林の構造と成長
I 八ガ岳A槌収極試職地の弟3回調査を行った。

滑川良一、原 寿男 

長谷川敬一、 松田光好

当分锡担当の収極試験地は長野営杯局官内に昭和3 3年瓦在カラマツ人 

工林4 アカマツ人工林2 ヒノキ人工林2 コメツガ、シラベ外の天然 

林1 の9ヶ所ある。

本年は上記のとおり、大曲、蝮平、八ガ岳の試顷琐について詢査を行な 

ったが蝮平は本年官行造林解除予定地となり、また八ガ岳は従来の管埋か 

悪く今后存続の価値が少ないことが明らかとなったのでいづれも今回の調 

査を最終調査として廃止することゝした。

3高山林の作業法に関する研究(八ガ岳天然生初令林の保育に 

ついて)
滑川良一、原 寿男

長谷川敏一、松田光好

本試験の目的は、従米収支の関係上なんら保育をなさず放直していた亜 

高山地帯の天然生幼令林に対して早くより適当な同伐を施し手入れを行っ 

q 4 ***

たならばどのような初果かあるかを知ることであり、天然生幼令林の中に 

B横間伐区、C祉間伐区およびその比較区として無手入区を設け成長経過 

を昭和11年より比輟統祭して米た。試験結果は次の通りである。

B樓間伐区、C槌［旬伐区においてはおのおのその効果か現れており、材積 

の成長について一言えはその材食に関係する平均単木耐极はC極間伐区かB 

枷冏伏区無手人区にまさり早に杯分材相.のみについて見るときは本数の関 

係で無手入区、B堂間伐区、C極間伐区の順となっている。また平均成長 

蛍は昭和17〜3 3年の16年間について洌べた褚果ではB種間伐区、無 

手入区ははは等しく。秘間伏区はやや务っている。

4カラマツ林の収益性
原寿男、長谷川敬一、松田光好

人工造怀か盛んになって釆た規今においては、合理的な林栄経営を行う 

ためには収益の貼係を充分に検討する必要がある。この諭査は長野県下の 

国有杯と官行j宣杯におけるカラマツ人工杯5 7 31回所、9. 7 2 5 haについて 

その収益性を比帔極討したものである。その結果を簡単に述べると、造林 

の「利您り」が6%をこえている所は少なく全般的にかなり些かった。 

その原因として考えられることは先ず第一にカラマツの材価はスギ、ヒノ 

キに比帔して安いこと。また材植成長童も杯分全体としては思った在でな 

く 5廿を甦えるところはほとんどないと昔うことなどである。

5ヒノキ天然生林の成立に関する研充
渡辺蘇即、 滑川良一

原 寿男、 長谷川敬一 

ヒノキ天然生林の過去における発生および成長経迪を明らかにするため
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三浦、上松、などに詞査地を設け、天然生杯の戊採跡堆においては茨枳調食 

を又、過去に一度皆伐された比輟旳若い天然生林において漁杯洗調至:をそれ 

ぞれ行い他樹極虎交歩合、伐検,の形状、半径、年輪数:、年翰密度などを調べ 

それらの成育個所による萍異を検討した。

6ヒノキ人工林の成績調査
波,辺録郎、滑川良 一»長谷川敏:一・

木曾におけるヒノキ人工杯の成綬は呆りよくないように吝われているがそ 

れか木曾谷全体としてどのように惡いか、なせ悪いかを調べるため琏域別、 

標筒別に7 〇1個切12.6 41haの遺杯地の成績の分析および横討を行った 

その結果 1.全散的に南部が艮く北新>か卷・い傾向があること.2.ほヾ垸说の

等しい隣接造怀地の間に君著しい成績の差異が現われる地城かあること。

5.広い範囲にわたり不良地帯が現われている地域があることなどか解ったの 

で王滝、野尻、上松管内に数I回所調査地区を羌び現地詢宜を行ってその原因 

を詞べた。

造林研究室(造林係)

!カラマツ産地試験
柳原利夫、稗秋一延

荒弁国幸、原 美千代

全国主要天然生林2 5個所より極子を採取し、その産地による変巽性を明 

らかにする目的のために、I怕和31年度より試険を実施している。本年はA 

分場苗畑に於て4 5.0 0 0本 岩村田営林署塩野苗畑に於て2 6.。 0 U本の養苗 

を行った。B福島営林署管内爾田試験地の内部区割と2.12haの植栽を行っ 

6

た。c岩卜j田営林者•管内浅尚汛駛地の設定のため亍知訶負.七仃った。D貞野 

営杯習管内冨士里試験地2. 7 2 haの設定内部区・］およひ冨木輛迖と現珀仮・權 

を行った。E青祿支場へ9.6110本 の試験岳苗木の踞迭を行った。

2カラマツ砥抗性品檯育成に関する沸究
•柳原利夫、 祥秋一甦

兒井国辛、 原 矣干代

カラマツの耐加虫、耐湿、附瘠怒电性品槌の選诙を昭和31年度より実施 

しているが、本年は32早技に送・反した洛集炳走i抗性個体の按木増•殖を行っ 

た。また昨年厦扳木増殖を行った丽・命悪地性俗体の痕-苗菅理を行った。

3 カラマツ交雑母材料の鬼巣
柳原利夫、 程秋 ～ 延

荒井国幸、原 美千代

昭和5 2年度よりカラマツ交純育松のための母材科の鬼集を行っているが 

本年は岩村田営休賢管内に於て選抜した枝垂れ型カラマツの接木增殖と、北 

海道支場より穂木のぜ付を受け接木増殖を行った。朝鮮カラマツX信州カラ 

マッ、グイマッX信州カラマツ珥 の荏木の育丿乂管埋を行った。また岩村田 

営林署浅間山国有杯13ほU.6 6haにヨーロッパカラマツ1.9 7 9本 の柚栽を 

を行ったへ

4 カラマツ生旭生埋に関する研究
柳原利夫、 祁枕一延

荒弁国辛、原 美千代



カラマツは隔年結果の傾向か特に顕著•で、採種廚経営の間題点となってい 

る。これを解決するため開花生理に主体を直いて昭和30年度より試験を進 

めているが、本年は花芽分化期の年による差異を明らかにした。即ち19 57 

年に比較して19 5 8年 は約1週間程度分化期が早い。

これは6月下旬の简温多照少雨か大きな原因と考えられる。また花芽分化促 

進楽剤としてヂベレリン、M H 3 Gを便用したが効果はなかった。水洩接を 

応用した雄花枝の交配採極法の研究を行ったところ芜芽力のある梃子を得た,,

5ヒノキ抵抗性品種育成に関する研究
柳原利夫、!1I秋一延

荒升国幸、原 三千代

ヒノキ極子産地の咼低による耐塞性の差異を検討すること、および耐基性 

ヒノキを選抜により育成するために昭和31年度より試晚を行っているが、 

本年は王滝営林署管内に於て、ヒノキ生育戚界附近の天然生林より耐寒性仙 

体の選抜が可能か否かの予蛹調査を行った。

6ヒノキ交雑母材料の蒐集
柳原利夫、栩秋一延

荒井国辛、 原 三千代

昭和32年度よりヒノキ交雑育種のための母材科の鬼集を行っているが、 

本年は過去に於て選抜された苗木の育成管理を行った。

7その他針葉樹交雑母材料の鬼集

柳原利夫、 利秋一甦

荒井国幸、原 美千代

L 8 —

略和32年度よりウラジロモミ・トウヒ等の交雑育種の母材料を鬼集して 

いるが、本年はヨー ロッパトウヒの養苗を行った。

8 •亜高山性歯槿の養飼に歯する研究
, 柳原利天、 林秋一甦

荒井国辛、原 美千代

ウラジロモミ.トウヒ善亜高山性樹槌の養苗方法を明らかにするために昭 

和30年度より試験を行っているか、本年は駒ケ根営怀署宮田苗畑に設定し 

た床替密度試験地の管埋と手入れを行った。

9. メタセコイヤ。欧州アカマツ。ストローブマッ。ボプラ〇欧 
州カラマツの養苗並に植栽

楞H 原利天、祥秋 一 ・延 

荒井国幸、 原 美千代

中部地方に対する外匡陶種の迅応性を响査するため昭和3U年度より試歐 

を行っているか、本年は•福島宮杯者管内沙ケ瀨試域地1.12 haの設定と欧州 

カラマツ2.5 〇 〇本の値栽を行った。またメタセコイヤ500本。欧州アカマ 

ツ6.5 〇 G本・ストローブマツ2.5 0 0本 の養由と鬼集したホ・プラ薮7 2糸 

統の管埋を行った。

丄〇・ウラジロモミの施肥法に関する研究

柳原利夫、柚秋一延 

荒并国幸、原 美千代

ウラジロモミの苗畑に於ける施肥法を確立するため昭和5 〇年度より試験
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を行っているが、本年は分場苗畑および駒ケ根営林署宮田苗畑においてウラ 

ジロモミ。トウヒの追肥時期試験を行った。トウヒは追肥時期により生長の 

差は見られないが、ウラジロモミは春追肥か秋冬の追肥より生長がよかった。

保發研究室

!森林病虫害の鑑定診断防除対策並に標本鬼集整埋保存 

小杉孝蔵 大沢祁子 

浜 武人
削年度にひき祝き管内に発生した病虫害の槌頰、被罟その他について鑑定. 

診訪を行い、その防除対策の指尋を行い、重実な発生害虫については生,曲の 

調査を行-た。カラマツイトヒキハマキの生活史は明らかでなかったか铜査 

の結果羽化成虫は交尾後カラマツ輪生葉をつづってその中に産卵し、孵化し 

た幼虫は摂眞しないで移動をおこさない,樹幹粗及内に集団して営函脱皮し 

て休眼に入りそのまゝ越冬することがわかった。休眼消却は胚子毋成の卵愁 

冬の場合と同様に低温接触が必要で5。〇で約6 〇日程度を要するとみられる。 

ハバチ須は発生が少く、特にカラマツァカハバチは著しく減少して催かに発 

生を認めたのみであった。カラマツを加害する黒色幼虫は、pachynematus 

imperfectusであることを確認した。

2穿孔虫に関する研究
小杉孝蔵

本州中都地方の璽要森林害虫である穿孔虫觀、特に針集樹に寄生するキク 

イムシ科について調査研究を行った。カラマツを加害するキクイ厶シ科は調 

査の結果約20槌か認められ、被害の主体はカラマツオ去キクイ(カラマツ 

-I 〇 -

ヤツバキクイ)であるが、カラマツキクイや Paly-graphuespも少なくなな 

い。トウヒには本州に少いとみられたヤツバキクイが相当広く分布してし、る 

ようである。キクイムシ科以外ではゾウムシ料;カミキリムシ科がカラマッ 

に相当の被害をあたえている。カミキリ・厶シ科ではAseminae亜料の幼虫、 

ゾウムシ科ではオオゾウムシ、クロコブゾウの幼虫が多い。これらの茹果に 

ついて目下整理中である。

3. マツカレハ発生予察に関する研究
小沢孝弘、小杉孝蔵

本邦におけるマツ視の重安・害虫であるマツカレハの発生予祭の基诞貰科を 

得るため、林架試験陽保殺部で立案した方法に従って岩村田営杯皓"苜内浅I司 

経営区内の試験地に2 0ヶ所の調査区を設け4月、6月の幼虫、7月の漏、 

8月の卵、1〇月の越冬前の幼虫の棲息数と10月の被罟程度と生長量の調 

査と調査区外の幼虫卵の室内恒温室での飼育を行い、個体数:の時期旳変動と 

その要因、特に奇•生蜂、奇生留の寄生次態について轴査を行った。試験区内 

の生棲数は比較的少いか部分的に苗度の髙い区か認められた。天敵短も幼虫 

蛹には比戦的少いが、室内飼育では軟化病と卵奇择Tricho-尹T<！一

-en.muBj Eute rus^ Anas tatusの各属のものか乩戦的多く、卵奇生蜂は約

5 6 %の寄生率を示していた。この硏究は規定の調査方法に従って税行して 

いる。

4. ノネズミの繁殖生態に関する調査

水野武應

昭和31年度より引き流いて試験地で捅煥されたノネズミを勝剖して性比 

生殖器の発育次況その他を詢査するとともに、裡頰別の個体敬消長をも腕査
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捕獲数を比較すれば昭和31年度約4.。 0 0媽3 2年度約1.5。り孰、

年度約5 0 0頭、となり、年度毎にその数は低下し、岫別にみればハタ不ス 

ミが昭和31年度には全体の約フ5 %を占めていたが急激に減少し、ヒメ不 

ス「 アカネズミ、スミス不ズミが増加の傾冋を示している。

これはハタネズミの多い失発型からヒメ不スミ’以下の各權が增加して棲息 

密度が平常の状態に回促しつ、あることを示しているものと為えられ幻。

5. ノウサギの防除に関する研究
水野武雄

忌避剤の砌果試験を倡島営杯者管内のカラマツ造林地に於て実施した。• 

2程殂の忌避剤を噴霧機により撒布してその効栄をみたが、 積雪量が少く ノ 

ウサギの行動も少なかったので例年に比較して被害がみられなかったので効 

果は明瞭でないか、ある程度の刼果はあったものと思われた。

■

6. •カラマツ落葉病発生環境調査ならびに発生・条件に関する調査
浜 武 人

昭和33年度の長野県下における落葉病発生面積は、人工造林地にきわめ 

て多く発生し、国、民有杯あわせて約5.9DCIA&で、地域別には東信地力か 

最も多く南信、中信、北信の順序であった。そして発生時期は7月下旬頃、 

落葉開始時期は9月下旬が鼓も多く、また発生条件に関し炳原菌の生活史を

•大町福島、王滝の三ヶ所においてしらべた績果、本茵の生活史には地城別に

かなり差のあることが明らかとなった。土戯と本病発柄との関係はその方面 

と共同研•究が予定されている。

なお、落集病の防除技について試験した祐果、 落葉焼却法、取除法におい

てやや効来を認めたが、淀費か局くっくので検討中である。

土壤研究室

丄・低位生産林地改良に関する試嗾研究(湿性ポドゾル)
渡辺録郞、桶葉正則 

笠并正德

王俺営林署・官内の石英斑岩地帯の湿性ホドゾルはヒノキ人工林の成長がき 

わめて不艮である。これらの不取績成の原因を調べ、同時に取肴を成良する目 

的で施肥、土壊改良試験に本年度から着手した。

2. 低位生産林地改良に関・する試殮研究(黑色土域)
冲 田 弘、渡辺歸郎 

笠幵正僧

上田宮林者管内の大門国有怀の黒色土觐地帯は、カラマツ二次造林地かナ 

ラタケ炳のために并常な不成績地となっている。ナラタケ炳の発生垸町の稲 

宣を進めると同時に、その対策をたてるために土域政艮、施肥.•陶槌災成の 

試験地を設定した。3 4年春値栽予定。

3. 林地肥効に関する研究
稲葉正則、 笠幵正徳

福島町戸立官行迪杯地において、昭和5 U年春に植栽されたカラマツ林に 

同年秋に施肥の効果を両ベる目的で固型肥料を旋肥した。
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目下引統き成長量を測定中である。

4. 林地肥培に関する基礎的研究
河 田 弘、 稲葉正則

厩見守兄、笠井正徳

‘‘林地肥培を行う圾合に蜜栄、藤酸、加里の肥衿三妾素の肥効を洌べるため 

と、冋時施肥する位直による肥効の帽共を明らかにする目的で、カラマツに 

っいては上出営林著傍险国あ休で本半秋に試験を仃い、ヒノキについては上 

松営林名洌グ岳国有杯で試験地を波定した。(34年眷植栽、施肥予定)

V年度間の場の概要

1.4月［日付をもって伊藤保殺研究室長高知支場へ帖出し小杉技官昧護啡究 

室長となる。

2. 5月b日莱務報告会を開催し各研究.員より昭和32年度における研究萊務

について夫々報告を行った°

5. 7月1日付をもって作衆祈究室が林栗試験場本場に統合され、 新たに土象 

研究室が設直された。

これに伴い山,協作業研究室長杯業試験場へ転出し、林荣試験磁河田技官土 

壊妍究室長に発令された。
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V!年度間の遥・定・分析•見学等

1.始定

虫善給定 19件

病罟鑑定 "件

［国有林関係 8件
I民有杯関係11件

f国有林関係13件
1伏有杯囲係1〇件

獣害鑑定 3件 国有林溪)係

2.分析

分析設備の垫曲のため実行なし

•5.兒学

«県内 263名
見学敎 2 7 4名 \

I県外 11名
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VE年度間に発表した論文及び資料

-1 6 一

祈 究 題 目 研究色 誌 名

カラマツ花芬の分化期について任)
' -

1
1
1異状発生した八タ不ズミの晩秋の生態
1
1
1
［カラマツ落桀炳防味
i

聲

カラマツ萌の摘安がその生長に及ほ

す影腎

オオスジコガネの寄生苗
Ceitiyceps ■xauonsiii B&切一に ついて

コガ不ムシの幼虫防除に応用 したオ 

ースボラ図の効果調査報告書

オオスポラ菌によるオオスジコガネ不｛；

地防除試験

〇
ポプラ人銹病と害虫について

アカマツの枝条率について

裸林土壊の化字的性實および腸植の 

形態に関する硏究

柳原利夫

宇田川能男 
水野武雄

伊・顏武夫 
浜 武人

伊族武夫 
浜 武人

伊膝武夫 
浜・武人

浜 武人

長野営林局
造林課 

臼田営林署 
林試木曾分場

伊藤武夫 
浜 武人

柳原利夫 
稲葉正則

河田 弘

日本杯学会誌1958 N0. 4〇
P 5 4 3-5 4 4 11

林菜試験坊访究報告
N0.111(1 95切 F必〜90

長野林友
s 3 3年3月号E 2〜11

長財林友
S3 3年7月号F2〜9

日本函学会誌NQ 9
s 3 3年8月号P1～ 2

長野杯友 那

33.3平12月〜矣年3月号

長野林友
S 3 3年2月号P14〜2 9

長野林友
S 3 4年1月号P 2 〇〜2 5

長野林友
S3 4年6月号p 2 4〜2 9

杯野土壤調査報告血1〇
S 3 4年2月 P1〜10 8




